
「 藤     涙燕

四
季
の
移
ろ
い
を
伝
え
て
く
れ
る
草
、
本
、
花
々
、
そ
し
て
カ
リ
セ
ミ
が
姿
を
見
せ
る
池
］

藤
崎
森
林
公
園
と
そ
こ
に
移
築
さ
れ
た

「旧
人
沢
家
住
宅
‐
は
心
な
ご
む
い
こ
い
の
ス
小
ッ
ト

ほ
ん
の
少
し
片
の
こ
の
国
は
こ
ん
な
に
魅
力
的
だ

っ
た
の
だ
と
思
わ
せ
ら
ね
■
■
［

藤崎森林公園・

旧大沢家住宅

(1)「京成津田沼駅」から徒歩20分
()バス
・八ッピーバス (習志野市コミュニティバス)
「京成津田沼駅J南口から「京成津田沼駅内陸ルート」、またに|り |,11ハ ll lり ,||
「Π沼駅J北口から「京成大久保駅ルート」で「企業局西」下ll御 サ|ヽ ()分

|:1戴,バス
■ ||く 絲ヽlt線「津田沼駅」北口から、「=山車庫行き (津 01)J・ I llギ 1 71fI`｀ (′

()|))| |八千代台駅西口行き (津 21)」 ・「日大実籾行き ()|'()(3) ハ fヽ ,ri
‖J(11.｀ (サ

131)Jで「藤崎森林公園入口」下車徒歩8分
■‖(11、 t‖ヤ1,IH]沼駅J北口から、「習志野企業局行き (汁!32)|ご l ill′♯、‖「||

|ル ,|| | |||′  '卜 8う)
.‖′1中 場r ■1眸崎森林公園駐車場をご利用ください。

旧大沢家住宅
|り所在地

〒2750017 習志野市藤崎1丁目14番43号 (藤崎森林公 14J人 )
()開館時間 午前9時30分～午後4時30分 (※ 11月～3り II(1/11`41カ |‖ |‖ 1)

()体館日

毎週月曜日 (休日の場合は翌平日)

毎月第2金曜日 (休日の場合は前日)、 12月 29日～1月 4日

◎入場料 無料

千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財

（昭
和
５。
年
１２
月
１２
目
指
定
）

旧
人
沢
家
住
宅
は
、
寛
文
４
年

（１
６
６
４
）
に
建
築

さ
れ
た
束
日
本
最
古
級
の
古
民
家
で
す
。
江
戸
時
代
に

上
総
国
長
柄
郡
宮
成
村
（現
在
の
千
葉
県
長
生
部
長
生
村
）

の
名
■
を
つ
と
め
た
大
沢
家
の
住
居
と
し
て
、
昭
和
４８
年

（１
９
７
３
）
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
ぃ
昭
和
５‐
年
、

建
築
当
初
の
姿
に
移
築
復
原
さ
れ
、
同
年
Ｈ
月
に
開
館
し

ま
し
た
。

こ
の
住
宅
は
、
江
戸
時
代
中
期
ま
で
の
典
型
的
な
房
総

民
家
の
形
式
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
の
特
徴
と
し
て
、

開
口
部
が
少
な
く

「デ
イ

（出
居
と

の
戸
目
が
格
子
窓

と
壁
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
差
鴨
居
が
少
な
い

こ
と
、
大
黒
柱
が
使
わ
れ
て
お
ら
ず
床
の
間
も
な
い
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

「ド
マ

（土
間
と

で
は
民
具
を
展
示
し
、
午
前
中
は
カ

マ
ド
で
火
を
焚
い
て
い
ま
す
。
古
民
家
な
ら
で
は
の
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
と
趣
が
楽
し
め
ま
す
。

※
天
候
に
よ
り
、
カ
マ
ド
で
火
を
焚
か
な
い
日
が
あ
り
ま

す
。

連絡先

習志野市社会教育課 文化財係 電話 :047-451-1151(代 表)(内線 :462)
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藤崎森林公園・旧大沢家住宅

開ぶ
脚

博

ヽ

七夕飾りは、6月 26日 (金 )～ 7月 7日

(火 )を予定しています。

おはなし会は未定です。

※旧大沢家住宅は新型コロナウイルス感

染症の感染拡大防止のため、5月 6日

(水 )まで臨時体館となっております。

今後の状況によっては、七夕飾りは中止

になる可能性がありま丸

昨年、令和になって初めての七夕飾り。願いを込
めたたくさんの短冊が飾られました

|‖ 人′′くヽ ィ|lυ )I INl出『

(|ジ |  |リ ノヽ ・イクノマ)

旧
木
曽
王
滝
森
林
鉄
道

旧
人
沢
家
住
宅
が
所
在
す
る
森
林
公

園
で
は
、
「
旧
木
曽
Ｉ
滝
森
林
鉄
道
」

を
静
態
保
存
し
、
展
示
し
て
い
ま
す
。

本
曽
王
滝
森
林
鉄
道
は
、
か
つ
て
長

野
県

の
本
曽

谷

に
存
在

し
た
全

長

４８

・４

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
鉄
道
で
す
。

主
に
木
曽
谷
の
国
有
林
で
伐
採
し
た
本

材

（ヒ
ノ
キ
な
ど
）
の
運
搬
を
担
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
人
々
の
要

望
に
よ
り
、
生
活
必
需
品
の
輸
送
と
し

て
、
ま
た
、
林
業
関
係
者
や
地
元
住
民

の
足
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、道
路
の
整
備
に
よ
リ
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
が
主
流
に
な
っ
た
こ
と
や
、
鉄

道
沿
線
全
体
に
お
い
て
伐
採
量
が
減
少

し

た

こ

と

に

よ

り
、

昭

和

５。

年

（１
９
７
５
）
３
月
に
廃
線
と
な
り
、
５‐

年
の
歴
史
を
開
じ
ま
し
た
。

現
在
、
森
林
公
園
に
展
示
さ
れ
て
い

る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
は
、
昭
和
１５
年

（１
９
４
０
）
に
製
造
さ
れ
、
木
曽
王
滝

森
林
鉄
道
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
使
わ
れ

て
い
た
も
の
で
す
。

そ
の
翌
年
の
Ｈ
月
に
習
志
野
市
が
譲

り
受
け
、
現
地
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車

・
運
材
台
車

・

客
車
を
連
結
し
た
状
態
で
展
示
し
、
■

滝
村
中
心
部
の
最
寄
り
駅
で
あ

っ
た

「田
島
停
車
場
」
を
再
現
し
て
い
ま
す
¨

レ
ー
ル
及
び
枕
木
も
木
曽
王
滝
森
林
鉄

道
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

1建物の規模 0規格
1 かやぶきひらやよせむねづくり

1茅葺平屋寄棟造

カマト

臨

・床面積     ひ。し
1447平方メートル (廂部分を含まヂ)

・晰子イ子

179メートル (廂部分を含む)

・梁間

95メートル (廂部分を含 13)
。棟高さ

71メ ートル

師   、      T.

1大沢家住宅の内部 (デイ)

旧木曽王滝森林鉄道

‖欄螂嘲輛鰊輔螂減|

旧大沢家住宅の間取り



飢作
業
は
前
夜
か
ら
の
水
抜
き
に

始
ま
り
ま
し
た
の
大
き
な
２
台
の

ポ
ン
プ
で
水
抜
き
。

翌
日
、　
一
部
池
の
水
を
残
し
た
場

所
に
魚
を
追
い
込
ん
で
捕
獲
。
み

ん
な
が
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら

作
業
し
ま
し
た
。

こ
の
作
業

の
目
的
は

「外
来
生

物
駆
除
作
業
」。
１１１１
獲
し
た
外
来
生

物
は
約

１
０
０
０
匹
［

特
殊
外
来
生
物
の
ブ
ル
ー
ギ
ル

池
の
中
に
い
る
外
来
生
物
の

捕
獲
を
目
的
と
し
て
、
テ
レ
ビ

番
組
の
協
力
を
得
て
作
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
約
９。
人
の
地
元
の

町
会
、
大
学
、
高
校
生
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、
泥

だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
作
業
を

行
な
い
ま
し
た
。

作
業
前
の
池
は
、
水
草
を
食

べ
る
魚
に
よ
り
、
濁
り
が
ひ
ど

い
状
況
で
し
た
。
作
業
実
施
後

は
約
２
週
間
経
過
し
て
か
ら
池

に
水
を
戻
し
、
作
業
前
と
比
べ
、

水
の
澄
ん
だ
き
れ
い
な
池
と
な

り
上
し
た

は
殺
処
分
。
そ
の
他
の
外
来
生

物

合
ヽヽ
シ

ンヽ
ッ
ピ
ア
カ
き

ヽヽ
ガ

メ
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ

ニ
、

マ

ゴ
イ
、
ク
サ
ガ
メ
、
ソ
ウ
ギ

ョ

な
ど
〉
は
別
の
場
所
に
移
し
竹

理
し
て
い
ま
す
。

こ
の
様
ｒ
は
テ
レ
ビ
東
京
系

列
の

『
池
の
水
全
部
抜
く
』
で

２
０
１
７
年

６
月

２５
日

（
日
）

放
映
さ
れ
ま
し
た
。

「藤
の
花
」
咲
く
森
林
公
国
に
思
い
を
寄
せ
て

藤

‐‐‐‐
４‐
沖
合
‐‐――
会
会
ｌｔ
江
洋
　
凛
雄

‐
”
巳

ｒ
山
―
‐―ッ

嘔
客

は
そ

藤
崎
森
林
公
Ｈ
は
昭
和
引
年
１
月
‐――‐‐
―‐１１‐
、
以
来
引
年
の
鷹
史
を

刻
ん
で
地
域
に
馴
染
ん
だ
公
園
で
す
¨
春
、
桜
が
咲
き
、
藤
の
化

が
水
面
に
景
を
映
し
、
初
夏
、
花
出
蒲
が
化
を
つ
け
、
カ
ワ
セ
ミ

や
さ
ぎ
な
ど
季
節
に
応
じ
て
鳥
た
ち
も
訪
れ
、
四
季
折
々
の
風
情

を
お
り
な
し
て
い
ま
す
。
美
し
さ
が
心
に
残
る
場
面
を
演
出
し
て

お
り
ま
す
。

こ
こ
藤
崎
は
徳
川
家
康
が
東
金
方
面
に
狩
り
に
出
掛
け
た
と

き
、
見
事
な
藤
の
花
が
咲
い
て
い
た
の
で

「藤
咲
」
と
名
づ
け
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

「咲
」
は
子
安
神
社
の
祭
神

「本

花
咲
爺
耶
姫
命
」
の
咲
で
あ
り
、
こ
の
字
を
使
う
こ
と
は
恐
れ
多

い
と
後
日

「崎
」
の
字
を
あ
て
た
と
の
こ
と
で
す
．

こ
の
様
な
藤
崎
の
歴
史
を
大
切
に
し
な
が
ら

「藤
崎
よ
い
と
こ

音
頭
」
に
歌
い
こ
ま
れ
´ヽ
い
る
藤
崎
森
林
公
園
、
こ
の
藤
崎
地
域

が
藤
の
花
を
中
心
に
人
々
力
川
い
の
場
、
健
康
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る

こ
と
に
想
し
″
．
‐‐―
―

‐
―‐
―サ
に
―ヽ
¨

藤崎森林公園 0旧大沢家住宅

きれいになった下池

寄 せ る思 tt l
己

目 寄 せ る思 い

池の水

ぜんぶ抜きました
-2017年 5月 28日 ―

森林公園の下池にて、昔のきれい

な)||力 1限り戻すため、テレビ番組

の協力を得て、平成29年 5月 28

日に池の水を抜き、外来生物の

捕獲やゴミの清掃作業を行ない

ました。
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夕il格 催
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'「
1
rlり |

li

捕獲されたミシシッピアカミミガメ

藤
崎
森
林
公
園
の
近
年
の
話
題

藤
崎
７
丁
目
　
あ
か
し
あ
会

会
長
　
久
留
島
　
悦
彦

藤
崎
森
林
公
園
は
、
春
の
桜
、
５
月
の
藤
、
６
月
の
出
蒲
、
Ｈ

月
の
モ
ミ
ジ
が
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

２
０
１
７
年
５
月
２８
日
、
池
の
外
来
魚
駆
除
を
目
的
に
掻

い

堀
り
を
行
い
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
の
放
映
も
あ
り
、
ご
記
憶
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

宮
本
市
長
、
伊
集
院
静
さ
ん
も
奮
闘
さ
れ
、
車
魚
や
、
多
く
の

外
来
魚
、
多
数
の
赤
耳
亀
が
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。

池
に
は
日
本
固
有
の
魚
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
池
の
水
を
浄
化
す
る
た
め
、
ナ
ノ
バ
ブ
ル
発
生
装
置
が

設
置
さ
れ
、
現
在
で
は
池
の
底
ま
で
見
通
せ
、
悪
臭
も
無
く
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
１
９
年
Ｈ
月
２９
日
に
は
、
森
林
公
園
を
モ
ミ
ジ
の

名
所
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
が
２６
本
植
樹
さ
れ

ま
し
た
。

現
在
、
山
の
斜
面
に
、
若
葉
を
付
け
た
モ
ミ
ジ
を
見
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
、
訪
れ
て
み
て
下
さ
い
。


